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創
業
は
、
昭
和
29
年
５
月
。

　

東
京
都
大
田
区
に「
大
西
製
作
所
」

を
先
代
の
大
西
幸
雄
氏
が
創
設
し
た
の

が
始
ま
り
で
す
。
の
ち
昭
和
32
年
、
独

立
前
か
ら
同
じ
業
種
の
企
業
で
営
業
を

し
て
い
た
大
西
氏
が
、
そ
れ
ま
で
の
経

験
か
ら「
ベ
ロ
ー
ズ
式
エ
ン
ジ
ン
サ
ー

モ
ス
タ
ッ
ト
」の
製
造
技
術
を
開
発
し

ま
す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
会
社
は
軌

道
に
乗
り
始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
工
場
稼
働
に
向
け
、
清

瀬
市
中
里
へ
用
地
を
取
得
。
当
初
、
大

田
区
と
清
瀬
市
で
操
業
し
て
い
ま
し
た

が
、
自
動
車
産
業
の
飛
躍
的
成
長
に
伴

い
、
清
瀬
市
に
統
合
工
場
が
建
設
さ
れ

た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
清
瀬
で
発
展
し
た
理
由
と
し

て「
そ
の
頃
、
旭
が
丘
・
台
田
団
地
が

建
設
さ
れ
、
多
く
の
働
き
手
が
い
た
こ

と
も
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
で
し
た
」
と
、

金
山
部
長
。

　

昭
和
42
年
、
エ
ン
ジ
ン
冷
却
性
向
上

の
た
め「
ベ
ロ
ー
ズ
形
サ
ー
モ
ス
タ
ッ

ト
」
に
代
わ
り「
耐
圧
ワ
ッ
ク
ス
形
サ

ー
モ
ス
タ
ッ
ト
」
の
開
発
に
成
功
し
、

更
な
る
飛
躍
を
遂
げ
ま
し
た
。

　

次
々
と
新
作
を
発
表
す
る
自
動
車
業

界
。
数
年
か
か
る
製
品（
部
品
）
の
立

ち
上
げ
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
想
定
さ
れ
る
全
て
の
ト
ラ
ブ
ル
に

対
し
、
試
作
・
耐
久
テ
ス
ト
を
実
施

し
対
策
を
と
っ
て
い
ま
す
」と
金
山
部

長
。
想
定
外
の
問
題（
リ
コ
ー
ル
な
ど
）

は
、
大
き
な
損
失
と
な
る
た
め
、
品
質

問
題（
設
計
・
製
造
ミ
ス
な
ど
）
の
兆

候
が
現
れ
た
時
点
で
即
座
に
対
処
し
、

関
係
部
署
全
体
で
対
応
す
る
仕
組
み
を

取
り
入
れ
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

　

根
本
に
は
、
現
在
の
社
長
・
大
西
祥

敬
氏
が
掲
げ
る「
経
営
理
念
」と「
行
動

ル
ー
ル
17
ヶ
条
」が
関
係
し
て
い
ま
す
。

注
目
す
る
の
は「
経
営
理
念
」の
「
社
員

が
参
画
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
作
り
の
実
施
」

で
す
。「
Ｅ
Ｓ（
従
業
員
の
満
足
）な
く

し
て
Ｃ
Ｓ（
お
客
さ
ま
の
満
足
）な
し
」

の
信
念
の
も
と
に
、
改
善
サ
ー
ク
ル
活

動
の
発
表
会
は
社
員
に
限
ら
ず
パ
ー
ト

の
方
も
参
加
し
、
良
い
提
案
は
積
極
的

に
取
り
入
れ
て
い
く
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、「
行
動
ル
ー
ル
17
ケ
条
」
で

は
、
社
員
と
指
導
者
で
ル
ー
ル
が
明
確

に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。「
ル
ー
ル
の

共
有
が
、風
通
し
の
良
い
関
係
を
築
き
、

そ
の
結
果
、
迅
速
な
対
応
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
」と
、
福
田
さ
ん
は
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
馴
染
み
の
少
な
い

このコーナー

では、市内在住

の市民編集委員

が清瀬に関連す

る施設や事業者

を巡って、清瀬

の特徴を紹介し

ます。

日本サーモスタット株式会社
～無限の可能性を秘めたサーモテクノロジーで世界トップシェアを目指す～

取

材

を

終

え

て

市民編集委員

山本美香さん
（竹丘在住・主婦）
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自
動
車
や
二
輪
車
を
は
じ
め
、
浴
室
や
洗
面
台
の
給
湯
な

ど
に
使
わ
れ
て
い
る
、「
サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト（
温
度
を
一
定

に
保
つ
自
動
調
節
装
置
）」
の
開
発
は
、
私
た
ち
の
快
適
な

暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
技
術
で
す
。
近
年
で
は
、
世
界
規
模

で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
清
瀬
市
中
里
に
本
社
・
工
場
・
研
究
所
を
構
え
、

日
々
、
部
品
組
み
立
て
や
試
作
・
耐
久
試
験
を
行
う「
日
本

サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト
株
式
会
社
」を
訪
ね
、
取
締
役
・
総
務
部

長
の
金
山
達
樹
さ
ん
、
総
務
部
シ
ニ
ア
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

福
田
光
進
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

問
合
せ　

日
本
サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト
株
式
会
社
☎
491
・
２
６
１

１

自
動
車
に
欠
か
せ
な
い
存
在

サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト

問
題
回
避
は
全
体
で

温
度
制
御
の先

駆
者
と
し
て

市

場

は

海

外

へ

徹
底
し
た
品
質
管
理

次
世
代
に
向
け
た
環
境
へ

清瀬の地から、世界トップシェアを目指す日本サーモスタット株式会社。国内の
みならず、海外にも拠点を置いている

　

現
在
、
国
内
で
は
清
瀬
に
加
え
、
寄

居（
埼
玉
）・
塩
尻（
長
野
）・
塩
谷（
栃

木
）・
岐
阜
に
工
場
を
構
え
て
い
ま
す
。

　

海
外
で
は
、
北
米
の
ウ
エ
ス
ト
バ
ー

ジ
ニ
ア
と
ベ
ト
ナ
ム
と
の
２
拠
点
、
ま

た
、
イ
ン
ド
の
合
弁
会
社
を
中
心
に
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
「
さ
ま
ざ
ま
な
理
由（
輸
送
コ
ス
ト
・

人
件
費
削
減
、
現
地
市
場
に
特
化
し
た

製
品
展
開
が
で
き
る
な
ど
）か
ら
、
市

場
は
海
外
へ
拡
大
し
て
い
ま
す
」
と
、

金
山
部
長
。

　

今
後
の
目
標
と
し
て
、
四
輪
サ
ー
モ

ス
タ
ッ
ト
で
世
界
シ
ェ
ア
30
㌫
を
目
指

す
そ
う
で
す
。

　

最
後
に「
地
域
へ
の
思
い
」、「
新
た

な
開
発
」に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　
「
地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
な
く
し
て

事
業
は
成
り
立
た
な
い
」
と
い
う
思
い

か
ら
、「
以
前
行
っ
て
い
た『
夏
祭
り
』

も
再
開
し
た
い
で
す
ね
」と
笑
顔
で
話

す
金
山
部
長
。
近
隣
の
警
察
・
消
防
・

商
工
会
（
工
業
部
会
）
な
ど
に
参
画
し
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
も
大
切
に
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
開
発
に
つ
い
て「『
廃

熱
か
ら
の
発
電
シ
ス
テ
ム（
温
度
差
を

電
気
に
変
え
る
素
子
の
研
究
）』
を
名

古
屋
大
学
や
他
の
企
業
と
連
携
を
取
り

研
究
し
て
い
る
」と
言
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
今
後
も
人
と
環
境
、
地

域
社
会
に
貢
献
す
る
会
社
を
目
指
し
て

い
き
た
い
」と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
本
社
と
隣
接
す
る
工
場
を
見

学
。
こ
ち
ら
で
は
主
に
、
二
輪
と
四
輪

に
搭
載
さ
れ
る
サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト
、
サ

ー
モ
バ
ル
ブ（
エ
ン
ジ
ン
の
さ
ま
ざ
ま

　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」
や「
も
の
づ

く
り
に
か
け
る
情
熱
」
が
、
と
に
か

く
素
晴
ら
し
い「
日
本
サ
ー
モ
ス
タ
ッ

ト
」。

　

働
く
皆
さ
ん
に
、
き
ち
ん
と「
行
動

ル
ー
ル
」が
伝
わ
り
、
自
分
が
あ
る
べ

き
姿
を
意
識
し
て
動
く
か
ら
こ
そ
、
成

果
や
業
績
に
結
び
付
く
の
で
し
ょ
う
。

　

清
瀬
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
と
と
も

に
、
こ
の
よ
う
な
建
設
的
な
会
社
を
も

っ
と
取
り
上
げ
、
ま
ち
を
元
気
に
で
き

た
ら
と
感
じ
た
取
材
で
し
た
。

今回お話を伺った金山取締役・総務部
長（左）と福田シニア・アドバイザー

サーモエレメントは温度の変
化に応じて動く。温度が高く
なればパラフィンワックスが
膨張し、温度が低くなれば縮
む

栃
木
県
の
塩
谷
工
場（
写
真
上
）と
ア
メ
リ
カ
の

ウ
エ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
工
場

高
温
を
感
知
し
て
ピ
ス
ト
ン
を
押
し
上
げ
る

低
温
を
感
知
し
て
縮
む

自動車用サーモスタット。小さな部
品だが、エンジンを高温から守る大
切な役割を果たす

ダイヤルイン番号が混雑している場合は、代表
番号（042・492・5111）へおかけください。

「
サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト
」
と
は
、
ど
の
よ

う
な
仕
組
み
を
持
っ
た
部
品
な
の
で
し

ょ
う
か
。

　
「
液
体
・
気
体
・
オ
イ
ル
な
ど
を
適

切
な
温
度
に
保
つ
上
で
重
要
な
パ
ー
ツ

で
す
。
弁（
バ
ル
ブ
）
の
開
閉
に
よ
り

温
度
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
自
動
車
の

エ
ン
ジ
ン
を
冷
却
し
ま
す
」と
話
さ
れ

る
金
山
部
長
。

　

同
社
の
主
力
製
品
で
あ
り
、
エ
ン
ジ

ン
性
能
だ
け
で
な
く
、
燃
費
や
排
気
ガ

ス
に
よ
る
環
境
負
荷
を
も
左
右
す
る
と

言
い
ま
す
。

　

当
初
は
、
ベ
ロ
ー
ズ（
蛇
腹
）
の
形

を
し
た
黄
銅
の
容
器
に
エ
チ
ル
ア
ル
コ

ー
ル
を
入
れ
密
封
し
、
温
度
の
変
化
で

伸
び
縮
み
す
る
構
造
を
採
用
し
て
い
た

そ
う
で
す
。　

　

し
か
し
、
水
圧
の
影
響
を
受
け
や
す

い
た
め
、
創
業
者
の
大
西
氏
が
２
年
の

歳
月
を
か
け
現
在
の「
耐
圧
ワ
ッ
ク
ス

形
サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト
」を
完
成
。
こ
の

原
動
力
と
な
る
の
が「
サ
ー
モ
エ
レ
メ

ン
ト
」と
呼
ば
れ
る
部
品
で
す
。

　

小
さ
な
真し

ん

鍮ち
ゅ
う

鍛た
ん

造ぞ
う

ケ
ー
ス
の
中
に

封
入
さ
れ
て
い
る
パ
ラ
フ
ィ
ン
ワ
ッ
ク

ス（
ロ
ウ
ソ
ク
）
が
、
温
度
の
上
昇
に

伴
っ
て
膨
張
し
、
ピ
ス
ト
ン
を
押
し
上

げ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

金
山
部
長
は「
ワ
ッ
ク
ス
形
エ
レ
メ

ン
ト
を
サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト
に
組
み
込
む

こ
と
で
、
水
冷
エ
ン
ジ
ン
の
冷
却
水
の

水
圧
の
変
動
や
高
圧
化
に
対
し
て
、
流

路
切
り
替
え
を
確
実
に
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
」と
、
ご
説
明
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

サーモエレメントの仕組み

ピストン

な
部
分
の
温
度
制
御
部
品
）、
ま
た
、

サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト
に
組
み
込
ま
れ
る
精

密
部
品
な
ど
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

　

工
場
内
に
は「
生
産
量
数
値
化
リ
ス

ト（
生
産
効
率
を
上
げ
る
た
め
）」や「
欠

勤
時
、
次
の
担
当
者
を
明
記
し
た
カ
ー

ド
」な
ど
が
貼
ら
れ
、
常
に
安
定
し
た

品
質
を
守
る
た
め
の
工
夫
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。


